
 

市民部 目標 
 

【概要】 

  市民部は、市民課・課税課・納税課・天羽行政センター・環境保全課の５課で構成

し、戸籍・住民基本台帳及び印鑑登録、年金、自治の振興、市民活動の推進、市民相

談、市税、環境の保全、廃棄物の減量及び処理に関する施策に取り組んでいます。 

市民部の目標（令和２年度） 市民部長 中山 正之 

【基本方向】 

 市役所の総合窓口であることを常に意識し、迅速・的確な窓口対応に努め、市民に信頼

されるサービスを提供します。市政運営の根幹となる自主財源の確保を図るため、的確な

課税対象の把握に努めるとともに、税の公平性を確保するため、滞納処分等について厳正

に対処します。広域行政の取り組みやごみの減量化・再資源化を推進します。 

【達成すべき目標】 

１ マイナンバーカードの交付率向上及び

コンビニ交付の推進 

  マイナンバーカードを利用して取得で

きる、諸証明のコンビニ交付の利便性や

制度の必要性を周知し、マイナンバーカ

ードの交付率の向上及びコンビニ交付の

推進に努めます。 

 

 

２ 市税徴収率の向上 

  滞納繰越額の減少が見込まれる市税口

座振替の加入率向上を図ります。 

 

 

３ （仮称）第２期君津地域広域廃棄物処

理事業の推進 

  ６市１町（木更津市、君津市、富津

市、袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び鋸

南町）で協力・連携し、事業の推進を図

ります。 

 

４ 市民活動団体への支援の強化 

  市民活動団体登録制度の活用による地

域の活性化を図るとともに、市民活動推

進物品貸出制度の周知及び充実に努めま

す。 

 

【目標の達成度】 

１ マイナンバーカードの交付率向上及び

コンビニ交付の推進 

  マイナンバーカードの申請方法やコン

ビニ交付の市民説明会を開催し、コンビ

ニ交付の利便性や制度の必要性を周知し

ました。また、市の申告会場でマイナン

バーカードの出張申請を実施し、交付率

の向上に努めました。 

 

２ 市税徴収率の向上 

 口座振替新規加入促進キャンペーンを

実施し、口座振替の周知と申込を促し、

口座振替利用者数の増加を図りました。 

 

３ （仮称）第２期君津地域広域廃棄物処

理事業の推進 

令和２年９月に事業契約を締結し、現

在環境影響評価の実施中であり、スケジ

ュールどおりに進捗しました。 

 

 

４ 市民活動団体への支援の強化 

  市民活動団体登録制度と市民活動推進

物品貸出制度の周知及び充実に努めまし

た。 

 

 



 

５ 環境センターの今後のあり方について 

  環境センターの老朽化に伴い、資源ご

み（ビン・缶・ペットボトル）、粗大ご

み処理等について、民間活用等を検討

し、最適な方策を立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 環境センターの今後のあり方について

環境センターの在り方については、次 

年度の施設整備方針検討業務のための、基 

本的な方向性をまとめました。 

 

 



 

市民課 目標 
 

【概要】 

市民課は、市民係・市民活動推進係の２係 15人で構成し、戸籍・住民基本台帳、印鑑登

録及び年金事務、ＮＰＯ・地域ボランティアなどの市民活動支援、自治会・地縁団体の認

可・コミュニティセンター管理などのコミュニティ推進、人権・行政・結婚相談業務に取り

組んでいます。 

市民課の目標（令和２年度） 市民課長 平野 巳貴 

【基本方向】 

 極めて重要な個人の情報を扱っているという認識のもとに、正確かつ迅速な業務処理

に務め、来庁された市民等から信頼を得る窓口サービスを提供します。また、旅券申請

窓口を開設し、市民の利便性の向上を図ります。 

市民活動団体登録制度の活用による地域の活性化を図るとともに、自主的、自発的に

まちづくりに取り組んでいる、また、取り組もうとしている市民活動団体へ、市民活動

災害補償制度や市民活動推進物品貸出制度の支援を行います。 

また、区の自主的、主体的活動に対し、相談・指導・情報提供などにより区と行政と

の連携を密にするとともに支援を行います。悩みを持つ市民が気軽に相談することがで

きるよう、また、結婚を希望する市民に出会いの場を提供できるよう、人権・行政相

談、結婚相談を実施します。 

【達成すべき目標】 

１ マイナンバーカード交付率の向上及び

コンビニ交付の推進  

マイナンバーカードの必要性やコンビ

ニ交付証明の利便性を、出前講座や窓口

来庁者へのチラシの配布や広報ふっつ等

で周知し、タブレットを利用しての出張

申請を実施するなど、交付率向上を図り

ます。 

申込者に対して円滑な交付を推進する

ため、日曜交付を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 旅券窓口開設による利便性の向上 

  令和元年 10月から旅券事務の権限委

【目標の達成の度】 

１ マイナンバーカード交付率の向上及び

コンビニ交付の推進 

 マイナンバーカードの必要性やコンビ

ニ交付証明の利便性を周知するため、チ

ラシの配布や広報ふっつ等ほか、住民説

明会を２回開催しました。              

また、市の申告会場でマイナンバーカ

ードの出張申請を４日間実施し、交付率

向上に努めました。 

申込者に対して円滑な交付を推進する

ため、毎月１回の日曜交付を令和３年１

月から毎週日曜交付に増やし、また、令

和２年 11月から毎月１回夜間交付を実

施しました。 

（令和３年３月 31日現在のマイナンバー

カード交付率 24.1％） 

 

２ 旅券窓口開設による利便性の向上 

   令和元年 10月から旅券窓口を開設し、



 

譲を受け、旅券窓口を開設し、市民の利

便性の向上を図ります。  

 

３ 市民活動団体登録制度の活用による地

域の活性化 

市民活動団体の情報を市に登録し、活

動内容を市のホームページなどで紹介す

る制度を実施します。それにより、広く

団体や活動のＰＲを図り、活動の活性

化、団体同士の連携などを進めます。 

 

４ 区と行政との連携 

  相談・指導・情報提供などを行い、区

と行政との連携を密にすることで更なる

支援を実施します。 

 

５ 人権・行政・結婚相談の周知 

  悩みを持つ市民が気軽に相談すること

ができるよう、また、結婚を希望する市

民に出会いの場を提供できるよう、その

趣旨と相談開催日を市民に対し周知しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の利便性の向上を図りました。 

（令和３年３月 31日現在の申請件数 57件） 

 

３ 市民活動団体登録制度の活用による地

域の活性化 

市民活動団体の情報を市に登録し、 

活動内容を市のホームページなどで紹介

する制度を実施しました。団体や活動の

ＰＲを図り、活動の活性化、団体同士の

連携などを進めました。 

 

４ 区と行政との連携 

  相談・指導・情報提供などを行い、区

と行政との連携を密にすることで支援を

実施しました。 

 

５ 人権・行政・結婚相談の周知 

  悩みを持つ市民が気軽に相談すること

ができるよう、また、結婚を希望する市

民に出会いの場を提供できるよう、その

趣旨と相談開催日を市民に対し周知しま

した。 

 

 



 

課税課 目標 
 

【概要】 

課税課は、市民税係・資産税係の 2係 18名で構成し、市・県民税、固定資産税、軽自 

動車税、市たばこ税、入湯税の賦課業務等に取り組んでいます。 

課税課の目標（令和２年度） 課税課長 石井 太 

【基本方向】 

安定した行財政運営に向けて、基本となる自主財源の確保を図るため、税務署や他の市

区町村など他機関との連携を密にし、課税対象の的確な把握に努めます。 

【達成すべき目標】 

１ 税証明のコンビニ交付の利用促進 

  税証明のコンビニ交付について、市民

の利用促進を図るため周知に取り組みま

す。 

 

 

２ 地方税電子化の推進 

  法人市民税及び固定資産税償却資産の

電子申告の利用促進を図るため周知に取

り組みます。 

  また、個人市民税の課税根拠となる所

得税の確定申告についても電子申告の利

用促進について税務署と連携して周知に

取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ 税証明のコンビニ交付の利用促進 

  新たにチラシを作成して、窓口等で配

布するとともに、昨年に引き続き、地域

情報紙への掲載（ホームページを含

む。）を行い、周知啓発を行いました。 

 

２ 地方税電子化の推進 

  法人市民税では、システム改修を行

い、eLTAXを利用していない法人の抽出機

能を改善して、12月から電子申告の慫慂

チラシを対象法人に送付しました。 

また、償却資産では、事業者に送付し

ている申告案内において、同じく電子申

告の慫慂を行いました。 

上記の二つの税目に個人住民税の特別

徴収に係る手続を加えて、市ホームペー

ジに電子申告の利用促進のコンテンツを

公開して周知啓発を行いました。 

 



 

納税課 目標 
 

【概要】 

納税課は、納税係・徴収対策係の２係 10名で構成し、市・県民税、固定資産税、軽自 

動車税、市たばこ税、入湯税等の収納管理業務、市･県民税、固定資産税、軽自動車税等 

の市税及び国民健康保険税の徴収業務に取り組んでいます。 

納税課の目標（令和２年度） 納税課長 秦野 憲一 

【基本方向】 

安定した行財政運営に向けて、基本となる自主財源の確保を図るため、市税の的確な収

納に努めるとともに、税の公平性を確保するため、納税に対して不誠実な滞納者には積極

的に差押処分を実行します。 

【達成すべき目標】 

１ 口座振替新規加入者の促進 

  滞納繰越額の減少が見込まれる市税口

座振替の加入率が県内でも低いため、加

入率を増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 徴収率の向上 

  現年度分滞納者に対しては、早期に催

告書を送付し、滞納処分を実施します。 

  過年度分滞納者に対しては、動産、不

動産の差押えを強化し、滞納額の縮減を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ 口座振替新規加入者の促進 

 ４月１日から７月31日までの間に、新

規市税口座振替申込者を対象に、市指定

ごみ袋と抽選で市内観光施設優待券プレ

ゼントキャンペーンを実施しました。 

キャンペーン特典対象者は514人、令和

２年度加入率は35.35％（軽自動車税を除

く３税）となり、未納者を減らすことに

より翌年度の滞納繰越額減少に繋げまし

た。 

 

 

２ 徴収率の向上 

 現年度分滞納者に対し、納付を求める

催告書を年５回（４月、６月、８月、10

月、12月）、約3,700件送付しました。 

  滞納処分については、735件の差押を実

施し、79,759,371円の換価を行いまし

た。 



 

天羽行政センター 目標 
 

【概要】 

  天羽行政センターは、市民係・峰上出張所の２係７名で構成し、諸証明の交付、市税等

の納付、各種届出及び申請受付等の窓口業務に取り組んでいます。 

天羽行政センターの目標（令和２年度） 天羽行政センター所長 鳥部 裕志 

【基本方向】 

 天羽地区住民に対する窓口として、本庁各課と連絡調整のもと、地域住民の視野に立っ

た利便性の向上に努めます。 

【達成すべき目標】 

１ 窓口業務体制の向上 

  窓口業務において正確性を基本に懇切

丁寧、迅速性を心がけ、関係部署との連

携を密にし、サービス向上を目指しま

す。 

 

２ マイナンバーカード交付率の向上及び

円滑な交付 

  マイナンバーカードの必要性やコンビ

ニ交付証明の利便性を、区長会議等を活

用して周知し、交付率向上を図り、マイ

ナンバーカードの円滑な交付に取り組み

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ 窓口業務体制の向上 

  行政センターでは、広範囲な受付業務

を行っているため、関係部署との連携を

密にし、事務処理を行いました。 

 

 

２ マイナンバーカード交付率の向上及び

円滑な交付 

  マイナンバーカードの必要性やコンビ

ニ交付証明の利便性を周知するため、窓

口、区長会議等で情報提供を行いまし

た。 

  市民課との連携を密にし、市の申告会

場でマイナンバーカードの出張申請を実

施しました。 

（令和３年３月31日現在の天羽地区のマ

イナンバーカード交付率 22.6％） 

      

 



 

 

環境保全課 目標 
 

【概要】 

環境保全課は、災害廃棄物対策室・環境保全係・環境衛生係・環境センターの１室３係

15名で構成し、環境の保全、廃棄物の減量及び処理に取り組んでいます。 

環境保全課の目標（令和２年度） 環境保全課長 鹿島 和博 

【基本方向】 

「豊かな自然が残り 多様な緑が織りなすまち 富津」を目指し、環境保全課が課題として

いる広域廃棄物処理に関する事業やごみの減量化、一般廃棄物最終処分場の閉鎖に向けた事業

等を推進します。 

【達成すべき目標】 

１ （仮称）第２期君津地域広域廃棄物処理

事業の推進 

  ６市１町（木更津市、君津市、富津市、

袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び鋸南町）

で協力・連携し、今年度予定しているスケ

ジュールに則り事業の推進を図ります。 

 

２ 環境センターの今後のあり方について 

  環境センターの老朽化に伴い、資源ごみ

（ビン･缶・ペットボトル）、粗大ごみ処

理等について、民間活用等を検討し、最適

な方策を立てます。 

 

３「富津市ごみダイエット作戦100」の推進 

  広報ふっつ、ホームページ等を活用し、

各種情報発信を積極的に実施し、第１段階

の削減目標としている市民一人当り20ｇの

削減を目指します。 

 

４ 一般廃棄物最終処分場廃止に向けた取り

組み 

  新富地区にある一般廃棄物最終処分場の

廃止に向け、生活環境影響調査の縦覧等の

手続き、水処理施設の実施設計を行いま

す。 

 

【目標の達成度】 

１ （仮称）第２期君津地域広域廃棄物

処理事業の推進 

令和２年９月に事業契約を締結し、現

在環境影響評価の実施中であり、スケジ

ュールどおりに進捗しました。 

 

 

２ 環境センターの今後のあり方について 

次年度の施設整備方針検討業務のため

の、基本的な方向性をまとめました。 

 

 

 

３「富津市ごみダイエット作戦100」の推進 

広報ふっつ等で情報発信をしていま

す。コロナ禍において生活様式が変化し

たことから、目標達成には至りませんで

した。 

 

４ 一般廃棄物最終処分場廃止に向けた

取り組み 

令和５年４月の公有水面埋立終了期間

までに、場内の水処理を終えるよう、施

設の計画等を進め、順調に進行していま

す。 



 

災害廃棄物対策室 目標 
 

【概要】 

  災害廃棄物対策室は、担務制３名で構成し、令和元年度に発生した台風第15号及び第19

号により発生した災害廃棄物の処理に取り組んでいます。 

災害廃棄物対策室の目標（令和２年度） 災害廃棄物対策室長 曽根 欣一 

【基本方向】 

「豊かな自然が残り 多様な緑が織りなすまち 富津」を目指し、災害廃棄物対策室が課

題としている災害廃棄物処理に関する事業を推進します。 

【達成すべき目標】 

１ 損壊家屋撤去事業の推進 

  損壊家屋の解体撤去を進め、災害廃棄

物の処理について、今年度内の事業終了

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ 損壊家屋撤去事業の推進 

損壊家屋撤去事業については、年度内

に事業を終了しました。 

  公費解体制度       ６１件 

 自費解体費用償還制度   ４５件 

  

 


